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研究成果の概要（和文）：本研究は食育を推進する教員および指導者（スーパー食育指導者）を養成することを
念頭においたものである。特に、食育を推進するために家庭科教育や技術科教育の連携と、この２教科を土台と
した他教科（理科、数学科、社会科）との横断手法の開発を行った。また、社会教育的アプローチとして、味覚
継承教育手法の開発を行い、鹿児島県沖永良部島における生産調整前の水稲を栽培し、高齢者と青少年の味覚の
断絶を乗り越える実践を展開した。これらの成果は日本産業技術教育学会北海道支部、日本環境教育学会北海道
支部の研究大会において報告し、教員養成課程学生が食育を通じて教科横断を展開する手法等の開発を行うこと
ができた。

研究成果の概要（英文）：This research is designed to train Teachers and Instructor (super Shokuiku 
education leaders) to promote food education Especially, in order to promote Shokuiku education, 
cooperation between home economics education and engineering education was set as the foundation of 
research. We have developed a method to cross subjects of these two subjects with other subjects 
(science, mathematics, social studies).
In addition, as a Social Educational approach, we developed a taste succession training method.
Specifically, it revived and cultivated paddy rice paddies 50 years ago in Kagoshima prefecture 
Okinoerabujima, and developed a practice to overcome the disruption of the taste of elderly people 
and young people.These results were reported at the Japan Industrial Technology Education 
Association Hokkaido branch and the Japan Environmental Education Association Hokkaido branch 
research conference.

研究分野： 環境教育学
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１．研究開始当初の背景 

スーパー食育スクール（SSS）は平成 26

年度から事業展開が始まり、その目的は「栄

養教諭を中核とした食育推進事業」を発展

させることにある。この SSS 事業が展開さ

れるに至った背景は以下のためである。 

食育基本法が制定されたことによって、

栄養教諭制度の充実化が図れた。しかし、

１期５カ年の基本計画が２期目に入ると栄

養教諭が実践展開して行くにあたり、様々

な課題も見えてきた。第 1 期目の事業展開

当初から栄養教諭と一般の学校教諭との連

携の困難さ（学校教諭の興味関心度、学校

行事などの制限など）や地域住民との連携

の煩雑さなど、食育に対する考え方の違い

なども含めて、問題や課題が挙げられてい

た。 

そこで、これら課題に対処するため、平

成 25 年に文部科学省で「今後の学校にお

ける食育の在り方に関する有識者会議」が

招集・検討された。この会議で整理された

課題は、以下の５点であった。 

①“学校や地域によって取り組みに温度差

があること”、②“取り組みが総花的なとこ

ろがあること”、③“具体的な数値目標がな

いために成果がわかりにくいこと”、④“教

育委員会の役割分担が不明確なこと”、⑤

“企業、大学、地域団体との連携を進める

必要があること”などであった。 

また、地域と学校の活動が進展すること

を意図して、「食とスポーツ」「食と健康」

「食と学力」などのテーマに特化する形で

先進的な取り組みを支援しようとするのが

スーパー食育スクール事業の骨子である。

同時に、SSS 事業では、効果の質的・量的

評価ができるように、成果の「見える化」

を図ることが提言され、平成 25 年度に事

業募集を行い、平成 26 年度指定校として

33 事業、24 校が決定した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、平成 26 年度から実施されて

いるスーパー食育スクール（SSS）を発展・

普及させていくために、これを担うスーパ

ー食育指導者養成（SSTT）のための基礎

的研究を行うことに大きな特徴がある。 

これまで食育は栄養教諭の配置状況や指導

体制に差があり、成果の科学的検証に課題

があるとされてきた。これを平成 26 年度

文部科学省では栄養教諭を中心とした

SSS の展開を始めた。 

しかし、重要なことは栄養教諭の実践を

支える一般教員の食育実践であり、ここで

は科学的思考を伸ばし、地域・家庭・学校

の生活を連結・創造できる指導者養成に関

する検討が求められる。これら科学的な思

考の助長のため“科学的味覚教育”、“栽培

学習（生物育成）の理数連結教材開発”、“社

会的味覚教育（地域伝承教育）”の連結・統

合した基礎的研究を行うものである。 

スーパー食育スクール（SSS）事業は、

先進的取り組みを大学や企業、生産者、関

係機関等との連携、食育を通じた学力向上、

健康増進、地産地消の推進、食文化理解な

ど食育の多角的効果について科学的データ

に基づいて検証を行うことにしている。 

これらを事業展開するにあたって、栄養

教諭だけで展開できるものではない。名前

が示す通り、学校全体としての取り組みが

求められる。この時、スーパー食育スクー

ル事業を担う学校の教員や地域の指導者養

成に関する研究が求められる。特に、本研

究では対象を幼・小・中までの児童、生徒

の子どもたちに対する SSS 事業を担う教

員・指導者養成に重点を置く。この基礎教

育課程の教員や地域の指導者にとって関心

が高い項目として、“食と学力”が挙げられ

よう。   

食育実践をとおして、科学的思考を伸ば

し、理数教育との連携の可能性を視野に入



れる教材開発が、学校教育では①家庭科教

育・②技術科教育、地域教育では③地域伝

承教育の３領域で検討されることによって、

学校教員や地域の指導者は食育実践展開に

対する児童・生徒の理解、保護者、地域の

理解も進み、食育実践の取り組みを助長す

ることができると考える。更に、これら教

材開発と成果のパッケージ化を図ることが

求められる。 

３．研究の方法 

本研究の目的を遂行するために、研究代

表者と分担者の２名体制で実施する。 

実施するにあたり、これまで受けてきた科

研費及び豆類消費啓発助成等事業、北海道

教育大学学長裁量経費における研究成果を

土台にした発展的な研究計画とする。 

また、教員・指導者養成を念頭におくた

め、北海道教育大学釧路校で開講する科目

において実践を行いながら検討を進める。 

具体的には、環境教育活動１A（栽培学習） 、

環境教育活動３、環境教育活動４、環境農

学などの科目で、食や農に関する実践展開

能力の養成を目指す。 

更に、教員向けに開講されている教員免

許状更新講習においても味覚教育に関する

体 験や栽培学習に関する講習を実施し、ア

プローチ実証の機会とする。 

これら成果は、日本環境教育学会、日本

産業技術教育学会等で積極的に成果報告を

行うことにする。 

Ⅰ家庭科教育アプローチ 

〈北海道釧路実践〉   

〈北海道浜中実践〉 

〈鹿児島県沖永良部実践〉 

Ⅱ地域伝承教育アプローチ 

〈北海道浦幌実践〉 

〈鹿児島県沖永良部実践 

〈茨城県水戸実践〉 

Ⅲ技術科教育アプローチ 

〈北海道釧路実践〉 

４．研究成果 

本研究では、平成 27 年度～29 年度にか

けて、幼・小・中までの児童、生徒の子ど

もたちに対する SSS 事業を担う教員・指

導者養成に重点をおいて、研究を進めてき

た。 

この基礎教育課程の教員や地域の指導者

にとって関心が高い項目として、“食と学

力”が挙げられることを指摘したが、平成

31 年度以降、導入される新たな学習指導要

領を意識し、食育実践をとおして、教科横

断手法の開発（アクティブ・ラーニング手

法）を意識して、教材開発等をおこなった。 

具体的には、科学的思考を伸ばし、理数

教育との連携の可能性を視野に入れる教材

開発を行い、①家庭科教育・③技術科教育、

地域 教育では②地域伝承教育の３領域で

検討することによって、教員養成上、様々

な検討を行うことができ、これらは学会等

に報告、論文集に収録された。 
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